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教 務 所 長 ・ 輪 番 交 代 の 挨 拶

　
　
新
教
務
所
長
・
輪
番

　
　
　
　
　
　
西
本

　浩
二

　
こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
を
も
ち
ま
し
て
中
村
祐
順
前
教
務
所

長
・
輪
番
よ
り
そ
の
職
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
西
本
浩
二
と
申
し
ま

す
。

　
私
は
四
州
教
区
教
務
所
・
本
願
寺
塩
屋
別
院
に
30
年
余
り
奉
職

し
、
本
願
寺
日
野
誕
生
院
を
前
任
地
と
し
て
、
山
口
教
区
へ
着
任

と
な
り
ま
し
た
。
四
州
教
区
在
職
中
、
同
じ
中
四
国
地
区
、
ま
た

第
４
連
区
と
し
て
、
長
年
に
渡
り
お
育
て
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方

が
お
ら
れ
る
山
口
教
区
に
着
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
本

当
に
有
難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
前
任
地
の
日
野
誕
生
院
は
、
ご
存
じ
の
通
り
親
鸞
聖
人
ご
誕
生

の
地
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。特
に
御
年
９
歳
で
の
お
得
度
の
際
、

詠
ま
れ
た
と
言
わ
れ
る
「
明
日
あ
り
と
思
う
心
の
あ
だ
桜
　
夜
半

に
嵐
の
吹
か
ぬ
も
の
か
は
」
と
の
歌
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
歌
で

の
お
示
し
、
そ
し
て
専
如
ご
門
主
よ
り
お
示
し
い
た
だ
い
た
「
浄

土
真
宗
の
み
教
え
」「
私
た
ち
の
ち
か
い
」
の
意
を
体
し
て
、
宗

門
そ
し
て
山
口
教
区
の
ご
法
義
繁
盛
、
そ
し
て
実
践
目
標
の
推
進

に
日
々
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
た
く
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
、
教

区
の
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
　
前
教
務
所
長
・
輪
番

　
　
　
　
　
　
中
村

　祐
順

　
こ
の
た
び
４
月
１
日
付
に
て
、
石
川
教
区
教
務
所
並
び
に
福
井

教
区
教
務
所
長
、
本
願
寺
金
沢
別
院
・
福
井
別
院
・
吉
崎
別
院
輪

番
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
４
月
１
日
よ
り
４
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
教
化
活
動
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
る
中
、
教
区
の
皆
さ

ま
の
多
大
な
ご
協
力
と
ご
支
援
、
山
口
と
い
う
ご
法
義
地
な
ら
で

は
の
土
徳
に
支
え
ら
れ
、
教
区
並
び
に
別
院
の
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
特
に
在
任
中

は
、
賦
課
金
に
関
わ
る
護
持
口
数
の
調
整
か
ら
抜
本
的
な
見
直
し

へ
の
着
手
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
人
権
問
題

へ
の
学
び
と
し
て
「
基
礎
か
ら
学
ぶ
同
朋
講
座
」
の
開
催
と
学
習

教
材
の
作
製
、
ま
た
「
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
」
の
山
口
で
の

お
引
き
受
け
な
ど
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
な
く
し
て
は
推
進
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め
て
深
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
明
年
に
は
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年

慶
讃
法
要
が
お
勤
ま
り
に
な
り
ま
す
。
ご
本
山
・
山
口
の
ご
法
要

が
円
成
い
た
し
ま
す
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
契
機
に
益
々
の
お
念
仏

繁
盛
、
ご
法
義
繁
盛
を
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　2022（令和4）年4月1日付で、教務所長・輪番の人事異動がありました。
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本
願
寺
山
口
別
院
永
代
経
法
要
（
教
区
全
門
徒
物
故
者
総
追
悼
法
要
）
が
、
６
月
８
日 

㈬ 

か
ら
10

日 

㈮ 

の
３
日
間
営
ま
れ
、
約
４
０
０
人
の
方
々
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
同
様
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配
信
を
行
い
、
３
日
間
総
計
で
１
０
０
０
回
以
上
の
再
生
回
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
続
く
中
、
こ
の
度
は
3
年
ぶ
り
に
各
組
の
皆
さ
ま
方
に
ご
出
勤
を

い
た
だ
き
「
十
二
礼
作
法
」
を
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。
お
取
次
い
た
だ
き
ま
し
た
松
月
博
宣
氏
（
福

岡
教
区
志
摩
組
海
徳
寺
）
や
山
口
雅
楽
会
に
よ
る
奏
楽
、
受
付
・
準
備
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し

た
門
徒
推
進
員
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
賑
々
し
く
法
要
が
勤
ま
り
ま
し
た
。

2022(令和4）年2022(令和4）年
本願寺山口別院永代経法要本願寺山口別院永代経法要
〜教区全門徒物故者総追悼法要〜〜教区全門徒物故者総追悼法要〜

6月8日（水）〜10日（金）6月8日（水）〜10日（金）

2022(令和4）年　永代経法要各組結衆・列衆出勤者一覧(敬称略)

6 月 8日（水）

厚狭西組 三好晄耀 阿武組 安間秀常
宇部北組 山本　智 下関組 竹長恵徳
美祢西組 柏　宗桜 豊浦西組 来見田宏昭
萩組 坪井隆範

6 月 9日（木）

柳井組 岡本隆有 美祢東組 林　大寿
岩国北組 広兼成道 須佐組 明山孝範
山口北組 讃井芳正 大津東組 池信秀見
防府組 香川　大 豊田組 能埜一哉

宇部小野田組 日髙殊恵 小月組 高野広明

6 月１０日（金）

熊毛中組 寳城俊成 華松組 安部隆爾
熊南組 佐原正文 大津西組 長谷川一道
周南組 月谷慈寛 豊浦組 金海明弘
山口南組 日下秀圓
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　公

　聴

　会
　
　
　６
月
２
日 

㈭
・
24
日 

㈮
　
開
催

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
予
防
対
策
と
し
て
、
昨
年
に
引
き
続

き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
公
聴

会
。
そ
の
場
で
の
意
見
聴
取
は
所
属
教

区
の
開
催
日
に
教
務
所
で
参
加
し
た
場

合
と
し
、
同
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加

し
た
場
合
、
ま
た
６
月
１
日
〜
30
日
の

対
象
期
間
内
に
動
画
を
試
聴
し
た
場
合

は
意
見
聴
取
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
提
言
と

な
り
ま
し
た
。

　
山
口
教
区
か
ら
は
、
２
日
㈭
・
24
日

㈮
の
教
務
所
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
12
名

と
15
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
が
９
名
と

12
名
、
合
計
で
48
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
冒
頭
の
石
上
智
康
総
長
挨
拶
の
後
、

昨
年
度
の
公
聴
会
の
振
り
返
り
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
振
り
返
り
の
中
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
公
聴
会
や
得
度
習
礼
・
教
師
教
修

が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
こ
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
公
聴
会
に
つ
い

て
は
、
感
染
症
収
束
後
は
通
常
の
集
合

形
式
で
の
開
催
を
基
本
に
す
る
こ
と
、

昨
年
度
の
参
加
者
数
は
減
少
し
て
い
た

が
、
人
数
に
対
す
る
発
言
の
割
合
が
大

幅
に
上
昇
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
得
度
・
教
師
に
つ
い
て
は
今

後
も
継
続
し
て
ほ
し
い
と
い
う
好
意
的

な
意
見
、
ま
た
僧
侶
と
し
て
の
自
覚
・

質
の
低
下
を
懸
念
す
る
否
定
的
な
意
見

の
両
方
が
紹
介
さ
れ
、
修
了
者
へ
勤
式

作
法
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
要
望

が
上
が
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の

た
め
に
募
金
」
の
進
捗
、
地
方
宗
務
機

関
へ
の
権
限
移
譲
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
、
今
回
の
公
聴
会
の
意

見
聴
取
対
象
で
あ
る
「
新
た
に
め
ざ
す

持
続
可
能
な
宗
務
組
織
を
構
築
す
る
た

め
の
具
体
策
」「
賦
課
基
準
の
見
直
し

に
つ
い
て
（
第
２
次
答
申
）」
の
２
項

目
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
者
は
外
部
専
門
機
関
に
よ
る
宗
派

の
財
務
調
査
報
告
を
根
拠
と
し
た
財
政

逼
迫
の
状
況
か
ら
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
の

正
常
化
と
人
員
規
模
の
縮
小
の
推
進
状

況
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
人
事
に
つ

い
て
は
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度

ま
で
に
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度

規
模
よ
り
３
割
減
を
め
ざ
す
他
、
外
部

人
材
の
登
用
や
教
務
所
長
兼
務
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
先
に
述
べ
ら
れ
た
地

方
宗
務
機
関
へ
の
権
限
移
譲
や
Ｄ
Ｘ
推

進
の
方
途
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
者
は
賦
課
基
準
の
見
直
し
着
手
か

ら
現
在
ま
で
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
流

れ
、
ま
た
第
２
次
答
申
で
提
出
さ
れ
た

賦
課
基
準
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
護
持
口
数
に
代

わ
る
要
素
と
し
て
は
「
寺
院
の
収
入
額

に
対
し
て
一
定
率
に
て
算
出
し
た
額
」

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
寺
院
収
入

に
含
ま
れ
る
も
の
、
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
解
説
さ
れ
た
後
、
第
２
次
答

申
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
質

問
に
つ
い
て
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
主

に
は
寺
院
の
支
出
額
が
考
慮
さ
れ
る
か

否
か
、
収
入
に
対
す
る
賦
課
率
（
乗
じ

る
率
）
は
決
ま
っ
て
い
る
か
と
い
う
内

容
で
、
考
慮
し
な
い
こ
と
、
ま
だ
結
論

に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
意
見
聴
取
で
は
山
口
教
区
の
参
加
者

か
ら
数
点
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま

ず
持
続
可
能
な
組
織
と
い
う
点
に
お
い

て
、
願
記
な
ど
の
事
務
手
続
書
類
の
処

理
を
迅
速
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
や
、
教
区
会
議
案
書
な
ど
の
宗
派
指

定
の
様
式
の
改
良
、
印
刷
物
の
紙
質
の

見
直
し
な
ど
の
簡
単
に
で
き
る
経
費
の

削
減
に
つ
い
て
の
提
案
が
上
が
り
ま
し

た
。第
２
次
答
申
へ
の
意
見
と
し
て
は
、

賦
課
金
依
頼
に
際
し
て
ご
門
徒
へ
の
協

力
を
促
す
文
書
が
作
成
さ
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
、
寺
院
収
入
以
外
の
要
素
も
検

討
し
た
の
か
、
宗
派
依
頼
の
大
規
模
法

要
へ
の
懇
志
の
取
り
扱
い
な
ど
の
寺
院

収
入
範
囲
の
明
瞭
化
、
一
般
寺
院
か
ら

の
公
平
な
意
見
の
吸
い
上
げ
、
新
賦
課

基
準
進
捗
状
況
の
定
期
的
な
情
報
発

信
、
各
寺
院
か
ら
の
自
発
的
な
収
支
報

告
書
提
出
へ
の
懸
念
が
上
が
り
ま
し
た
。
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No. 組　　名 氏　名 役職・部会

第
１
Ｂ

01 岩 国 組 弘 中 満 雄 広 報 部

02 美 和 組 安 田 真 照 人 権 社 会 部

03 玖 珂 西 組 岸 　 弘 之 広 報 部

04 柳 井 組 西 山 祐 士 門信徒教化部副部長

05 岩 国 北 組 神 田 崇 賢 寺院活動支援部

06 大 島 組 白 鳥 智 明 寺院活動支援部

第
２
Ｂ

07 熊 毛 中 組 南 　 昌 宏 人 権 社 会 部

08 熊 南 組 布 田 晃 一 寺院活動支援部

09 熊 毛 組 松 浦 成 秀 寺院活動支援部

10 熊 濃 組 熊 谷 誓 樹 人 権 社 会 部

11 下 松 組 江 上 智 見 人 権 社 会 部

12 周 南 組 冷 泉 康 正 門 信 徒 教 化 部

13 防 府 組 安 邉 一 教 人 権 社 会 部

第
３
Ｂ

14 山 口 南 組 眞 城 　 信 寺院活動支援部

15 山 口 北 組 小 川 明 惠 寺院活動支援部

16 華 松 組 入 江 　 聡 人 権 社 会 部

17 宇部小野田組 小 山 智 宣 人 権 社 会 部

18 厚 狭 西 組 山 名 真 達 副 委 員 長

19 宇 部 北 組 福 川 健 三 人 権 社 会 部

第
４
Ｂ

20 美 祢 東 組 中 島 翔 希 広 報 部

21 美 祢 西 組 柏 　 宗 桜 人権社会部副部長

22 萩 組 守 重 哲 夫 寺院活動支援部

23 阿 武 組 三 元 孝 之 寺院活動支援部

24 須 佐 組 工 藤 顕 樹 人 権 社 会 部

25 大 津 東 組 小 内 良 文 人権社会部部長

26 大 津 西 組 福 永 法 和 広 報 部 副 部 長

第
５
Ｂ

27 白 滝 組 高 橋 　 了 広 報 部

28 邦 西 組 百 濟 高 昌 広 報 部 部 長

29 豊 田 組 尾 寺 俊 水 寺院活動支援部

30 小 月 組 明 　 貴 徳 門信徒教化部部長

31 豊 浦 組 井 上 龍 秀 寺院活動支援部

32 下 関 組 田 中 博 明 副 委 員 長

33 豊 浦 西 組 林 　 文 寛 寺院活動支援部副部長

任期／2022( 令和 4) 年度〜 2023( 令和 5) 年度任期／ 2022( 令和 4) 年度〜 2023( 令和 5) 年度

№ 団　　体 氏　名 役職・部会
34 門 徒 総 代 会 岡 本 正 幸 門 信 徒 教 化 部

35 仏 教 壮 年 会 国 吉 　 仁 門 信 徒 教 化 部

36 仏 教 婦 人 会 西　 喜 久 枝 門 信 徒 教 化 部

37 布 教 団 尾 寺 俊 水 寺院活動支援部

38 矯 正 教 化 重 枝 真 紹 門 信 徒 教 化 部

39 少 年 連 盟 御 園 生 宣 尚 寺院活動支援部

40 保 育 連 盟 桂 　 信 一 寺院活動支援部

41 門 徒 推 進 員 田 村 茂 善 門 信 徒 教 化 部

42 門 徒 推 進 員 藤 谷 美 方 門 信 徒 教 化 部

43 ビ ハ ー ラ 藤 本 弘 信 広 報 部

44 仏教音楽連盟 高 橋 見 性 人 権 社 会 部

45 寺 族 婦 人 会 山 名 悦 子 寺院活動支援部

46 み の り 会 楊 井 敦 子 門 信 徒 教 化 部

47 若 朋 会 末 武 寛 行 広 報 部

48 スカウトクラブ 岩 城 　 淳 人 権 社 会 部

49 教務所長推薦 賀 陽 　 寛 寺院活動支援部

50 教務所長推薦 熊 谷 正 信 門 信 徒 教 化 部

51 教務所長推薦 寶 城 俊 成 寺院活動支援部

52 教務所長推薦 日 髙 殊 恵 寺院活動支援部部長

53 教務所長推薦 中 村 隆 教 門 信 徒 教 化 部

54 教務所長推薦 荻 　 隆 宣 広 報 部

55 教務所長推薦 西 谷 慶 真 人 権 社 会 部

56 教務所長推薦 藤 岡 真 治 寺院活動支援部

組委員会代表者 関係団体代表者／教務所長推薦
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ま
こ
と
の
保
育
補
任
式
・
第
１
回
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　４
月
16
日 

㈯
　開
催

　
毎
年
、
保
育
連
盟
加
盟
園
に
新
た

に
就
職
し
た
教
諭
・
保
育
士
な
ど
を

主
な
対
象
に
「
ま
こ
と
の
保
育
」
を

実
践
す
る
に
あ
た
り
、
誇
り
と
自
覚

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
補

任
式
並
び
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
73
名
の
方
が
受
式

さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派

保
育
連
盟
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
窓
口

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
地
元
北
九
州

で
青
少
年
育
成
な
ど
様
々
な
分
野
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
外
松
太
恵
子
氏

に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め

て
「
ま
こ
と
の
保
育
」
は
た
ま
た
「
仏

教
」
に
触
れ
る
方
で
も
わ
か
り
や
す

い
よ
う
に
「
ま
こ
と
の
保
育
」
実
践

の
心
構
え
や
、
子
ど
も
た
ち
と
の
接

し
方
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
「
短

所
」
を
「
短
所
」
と
し
て
判
断
す
る

の
で
は
な
く
、
見
方
を
変
え
れ
ば
い

く
ら
で
も
「
長
所
」
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
、
幼
児
期
に
培
っ
た
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
如
何
に
良
い
影

響
を
与
え
る
か
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　「
ま
こ
と
の
保
育
」
へ
の
理
解
を
深

め
、
よ
り
具
体
的
に
実
践
す
る
こ
と
の

で
き
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
だ
！

そ
う
だ
！  

子
ど
も
食
堂
の
見
学
に
行
っ
て
み
よ
う

子
ど
も
食
堂
の
見
学
に
行
っ
て
み
よ
う

　
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
か
ら
宗
門

で
取
り
組
ん
で
い
る
実
践
目
標
「
貧
困
の

克
服
に
向
け
て
〜D

āna for W
orld 

Peace

〜
　
―
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め

に
―
」が
掲
げ
ら
れ
、各
ご
寺
院
で
も
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
口
教
区
で
は
過
疎
・
少
子
高
齢
化
の

た
め
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
難
し
い
、
ま
た
具
体
的
に
何
を
す
れ
ば

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
等
と
い
っ
た
声
も
聞

き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
山
口

県
内
に
は
現
在
約
１
３
０
ヶ
所
も
の
子
ど

も
食
堂
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
実
際
に
子
ど
も
食
堂
で
の
活
動
を
見

学
し
、
運
営
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
の
お

話
を
聞
く
こ
と
で
、
こ
の
目
標
に
対
し
、

私
に
は
何
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
へ
の

参
考
に
な
る
も
の
が
得
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
子
ど
も
食
堂
を
訪
ね
る
と
い
う

行
為
自
体
、
全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
子
ど
も
食
堂
を
訪
ね
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、「
山
口
県
子
ど
も
食
堂
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
サ
イ
ト
に
県
内
の
子
ど

も
食
堂
の
一
覧
や
場
所
、
活
動
形
態
な

ど
が
記
載
し
て
あ
り
、
子
ど
も
食
堂
に

関
す
る
様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
、
見

学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

外松　太恵子　氏

山口県内の子ども食堂一覧MAP（赤ピン）
https://www.ymgckodomosyokudou.com/



山口別院テレホン法話　083−973−0111

（7）　No.226 2022（令和 4）年 7月

 

こ
の
度
、
若
朋

会
会
長
に
就
任
に

あ
た
っ
て
「
と
も

に
お
念
仏
申
す
朋

会
（
な
か
ま
）
の

輪
を
拡
げ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
若
朋
会
発
足
の
原
点

で
あ
る
「
寺
族
が
寺
院
活
動
に
親
し
み

交
流
す
る
」
に
立
ち
戻
る
た
め
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る
限
り

対
面
の
活
動
を
行
い
、
会
員
同
士
の
交

流
は
も
と
よ
り
寺
院
子
弟
研
修
や
仏
青

と
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
使
用
し
教
区
内
外
へ
広
報
強
化
、
積

極
的
に
新
会
員
の
勧
誘
、
会
員
の
役
割

分
担
の
明
確
化
を
す
す
め
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
に
は
若
朋
会
30
周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
の
記
念
大
会
に
向
け
準

備
を
お
こ
な
い
、
魅
力
溢
れ
る
会
に
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

有
縁
の
方
々
に
は
ご
支
援
ご
協
力
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　「
山
口
に
は
つ
ま

ら
ん
人
間
ば
か
り
だ

か
ら
帰
っ
て
来
る

な
」
学
生
時
分
に
言

わ
れ
た
言
葉
が
耳
の

底
に
留
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
し
が
み
つ
く
様
に
京
都
に
居
座
り
、

追
わ
え
取
ら
れ
て
帰
山
し
た
の
が
10
年
程

前
、若
朋
会
と
の
ご
縁
も
そ
の
頃
か
ら
で
す
。

組
内
の
先
輩
に
勝
手
に
申
込
を
さ
れ
て
例
会

に
初
参
加
し
ま
し
た
。
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
に
勝
手

に
履
歴
書
を
送
ら
れ
る
心
持
ち
で
し
ょ
う

か
。
大
会
議
室
の
長
机
に
一
人
腰
掛
け
る
居

心
地
の
悪
さ
は
、
踵
を
家
路
に
向
け
る
の
に

十
分
な
理
由
で
し
た
。
そ
の
私
を
追
い
か
け

て
食
事
に
誘
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
当
時

の
玉
井
会
長
で
し
た
。
そ
の
後
、
厚
見
・
赤

松
・
戸
崎
歴
代
会
長
方
か
ら
賜
っ
た
ご
教
導

は
筆
舌
に
は
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
誠
に
素
晴
ら

し
い
法
兄
・
法
友
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
絵
空

事
で
す
が
、
過
去
に
戻
れ
た
な
ら
ば
「
山
口

は
つ
ま
ら
ん
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。
安
心
し
て

帰
っ
て
来
い
よ
」
と
自
ら
に
告
げ
た
い
程
で

す
。
末
筆
な
が
ら
、
お
世
話
に
な
っ
た
有
縁

の
方
々
に
深
く
お
礼
申
し
あ
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。
称
六
字

●
新
役
員
紹
介

会
　
長
　
　
末
武
　
寛
行
（
下
松
組
浄
蓮
寺
）

副
会
長
　
　
波
佐
間
正
弘
（
美
祢
西
組
正
隆
寺
）

　
　
　
　
　
中
島
　
翔
希
（
美
祢
東
組
明
嚴
寺
）

幹
　
事
　
　
西
　
　
淳
章
（
豊
田
組
西
念
寺
）

　
　
　
　
　
淺
原
　
賢
凌
（
大
島
組
浄
念
寺
）

広
　
報
　
　
黒
瀬
　
英
世
（
宇
部
小
野
田
組
西
秀
寺
）

　
　
　
　
　
高
橋
　
　
了
（
白
滝
組
専
修
寺
）

庶
　
務
　
　
金
安
　
一
樹
（
華
松
組
安
楽
寺
）

会
　
計
　
　
照
嶌
　
正
道
（
美
祢
西
組
生
蓮
寺
）

顧
　
問
　
　
吉
見
　
勝
道
（
宇
部
小
野
田
組
浄
念
寺
）

監
　
査
　
　
石
丸
　
涼
道
（
防
府
組
万
巧
寺
）

　
　
　
　
　
長
宗
　
博
之
（
周
南
組
大
安
寺
）

石
丸
　
涼
道
　
前
会
長

退
任
の
挨
拶

末
武
　
寛
行
　
新
会
長

就
任
の
挨
拶

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
　
第
２
回
例
会

  

秋
里
大
勝
氏
に
よ
る
通
夜
・
法
事
に
お
け
る
法
話
の
学
習
会

３
月
30
日 

㈬
　
開
催

　
現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
現
場
に
立

つ
若
手
僧
侶
の
研
修
と
し
て
、若
朋
会
・

青
年
布
教
使
会
元
会
長
の
秋
里
大
勝
氏

に
ご
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
場
に
立
つ
際
の
身
だ
し
な
み
や
作

法
な
ど
の
心
得
、
ま
た
法
話
と
し
て
伝

え
る
べ
き
内
容
や
そ
の
構
成
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
、
実
り
あ
る
会
と
な
り
ま

し
た
。

若若    

朋朋    

会会
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２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度

　
　
　
福
祉
募
金
進
納
者
一
覧
（
敬
称
略
）

　
・
岩
国
組
　
　
　
　
明
覚
寺
／
常
善
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
願
寺
／
西
光
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
法
寺
／
善
福
寺

　
・
美
和
組
　
　
　
　
正
隆
寺
／
組
事
務
所

　
・
柳
井
組
　
　
　
　
明
厳
寺
／
明
照
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
泉
寺
／
安
立
寺

　
・
岩
国
北
組
　
　
　
善
教
寺
／
願
行
寺

　
・
大
島
組
　
　
　
　
淨
蓮
寺

　
・
熊
毛
中
組
　
　
　
正
信
寺

　
・
熊
南
組
　
　
　
　
組
事
務
所

　
・
熊
毛
組
　
　
　
　
真
福
寺

　
・
下
松
組
　
　
　
　
浄
願
寺
／
淨
蓮
寺

　
・
周
南
組
　
　
　
　
徳
応
寺
／
最
勝
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
誓
寺

　
・
防
府
組
　
　
　
　
超
勝
寺

　
・
山
口
南
組
　
　
　
信
光
寺
／
蓮
光
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
専
寺
／
西
圓
寺

　
・
山
口
北
組
　
　
　
養
元
寺
／
眞
證
寺

　
・
宇
部
小
野
田
組
　
蓮
光
寺

　
・
厚
狭
西
組
　
　
　
常
元
寺
／
願
生
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
専
光
寺

　
・
宇
部
北
組
　
　
　
萬
福
寺
／
明
専
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
事
務
所

　
・
美
祢
東
組
　
　
　
正
現
寺

　
・
美
祢
西
組
　
　
　
組
事
務
所

　
・
萩
組
　
　
　
　
　
端
　
坊
／
三
千
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
國
寺
／
永
照
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
光
寺

　
・
阿
武
組
　
　
　
　
正
樂
寺

　
・
須
佐
組
　
　
　
　
西
秀
寺
／
尊
正
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
專
寺
／
西
法
寺

　
・
大
津
東
組
　
　
　
西
福
寺
／
福
祉
部
会

　
・
大
津
西
組
　
　
　
龍
雲
寺
／
善
福
寺

　
・
小
月
組
　
　
　
　
西
蓮
寺
仏
教
婦
人
会

　
・
白
滝
組
　
　
　
　
西
教
寺
／
妙
久
寺

　
・
邦
西
組
　
　
　
　
善
照
寺

　
・
豊
田
組
　
　
　
　
浄
圓
寺
／
正
念
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
教
寺

　
・
豊
浦
組
　
　
　
　
妙
光
寺

　
・
下
関
組
　
　
　
　
妙
蓮
寺
／
組
事
務
所

　
・
豊
浦
西
組
　
　
　
報
恩
寺

　
・
山
口
教
区
実
践
運
動
委
員
会

　
・
山
口
教
区
布
教
団
有
志

　
・
山
口
教
区
寺
族
婦
人
会
連
盟

　
　
　
　
　
合
計
　
１
２
４
万
６
７
７
７
円

　
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
　
　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
福
祉
車
輌
贈
呈
式
　
　

　
福
祉
車
輌
贈
呈
式
　
　
３
月
３
月
2828
日
（
月
）

日
（
月
）

　
平
成
５
年
よ
り
毎
年
、
山
口
県
内
の

社
会
福
祉
協
議
会
等
に
福
祉
車
輌
、
軽

自
動
車
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
社
会
福
祉
法
人
　
防
府
海
北

園
へ
お
贈
り
し
、
延
べ
60
台
の
車
輌
を

各
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
福
祉
施
設
に

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
度
も
皆
さ
ま
に
多
大
な
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

　
当
日
は
車
両
の
贈
呈
に
加
え
、
教
区

実
践
運
動
委
員(

寺
院
活
動
支
援
部)

か
ら
岡
智
徳
部
長(

当
時)

ご
出
講
の

も
と
、
海
北
園
の
皆
様
と
一
緒
に
法
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
贈
呈
し
た
車
両

は
、
園
の
子
ど
も
た
ち
の
部
活
動
や
塾

の
送
迎
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で

使
用
さ
れ
る
と
の
事
で
す
。

　
本
年
も
引
続
き
、「
自
他
と
も
に
心

豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
」

の
実
現
を
目
指
し
、
福
祉
募
金
に
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

子どもたちへの記念品の贈呈

岡　智徳　前寺院活動支援部長
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本願寺山口別院テレホン法話
期間：2022.7.1 ～ 2022.10.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
7月  1 日～ 10 日 重枝　真紹 ９月  1 日～ 10 日 内山　晴香

11 日～ 20 日 岡村　遵賢 11 日～ 20 日 石丸　涼道
21 日～ 31 日 藤本　弘信 21 日～ 30 日 川越　広慈

8月  1 日～ 10 日 松浦　成秀 10 月  1 日～ 10 日 安部　智海
11 日～ 20 日 石田　敬信 11 日～ 20 日 日髙　殊恵
21 日～ 31 日 吉見　勝道 21 日～ 31 日 宗本　尚瑛

　※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。

083-973-0111 担当者一覧

山口教区伝道野球部山口教区伝道野球部

一緒に野球
やろうや！

！
一緒に野球

やろうや！
！

≡出場大会≡
全国寺族青年軟式野球大会
　　　　　　※今年度開催予定日10月６日〜７日
中・四国ブロック寺族青年軟式野球大会
　　　　　　※今年度の大会は終了しました

条件は「寺族」ということだけ！！条件は「寺族」ということだけ！！
　　　　年齢や経験は問いません！　　　　年齢や経験は問いません！

部内の懇親や、忘年会なども都度行ってお
ります。野球に興味のある方、とにかく体
を動かしたい方は山口教区教務所【担当：
石丸】まで

〒 754-0022
山口県山口市小郡花園町３番 7号

TEL：083-973-4111
FAX：083-973-4631

MAIL：ishimaru@yamaguchikyoku.jp

≡入部費用≡
ユニフォーム代　10,000 円程度
その他グラブ等はご自身でご準備ください
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別
院
・
教
区
行
事

　
寺
院
及
び
教
化
団
体
の
諸
活
動
は

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」(

実

践
運
動
）
そ
の
も
の
で
す
。
深
刻
な
社

会
問
題
が
山
積
す
る
中
「
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
阿
弥
陀
如
来
の
智
慧
と
慈
悲
を

伝
え
、
も
っ
て
自
他
共
に
心
豊
か
に
生

き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
を
理

念
に
、
少
し
ず
つ
で
も
そ
れ
ら
の
課
題

を
克
服
し
て
い
く
た
め
、
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
て
て
念
仏
薫
る
社
会
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
時
代
の
流
れ
に
、
寺

院
の
あ
り
様
・
求
め
ら
れ
て
い
る
姿
も

刻
々
と
変
わ
っ
て
い
る
中
、
変
わ
ら
な

い
御
教
え
を
如
何
に
伝
え
て
い
け
る

か
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
部
一
同
尽
力
し

て
参
り
ま
す
。 〜

編
集
後
記
〜

敬

弔

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

令
和
４
年
１
月
〜
令
和
４
年
５
月

敬
称
略

宇
部
小
野
田
組
　
円
生
寺
　
前
住
職
　
　

　
　
　
　
厚
東
　
武
道
（
94
）
１
月
31
日

熊
毛
組
　
來
迎
寺
　
前
坊
守
　
　
　
　
　

　
　
　
　
大
内
　
サ
ダ
（
101
）
３
月
1
日

岩
国
組
　
専
徳
寺
　
前
々
坊
守
　
　
　
　

　
　
　
　
弘
中
ス
ミ
エ
（
98
）
３
月
1
日

豊
浦
西
組
　
宗
福
寺
　
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
　
久
保
田
正
融
（
75
）
４
月
５
日

美
和
組
　
浄
教
寺
　
住
職
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
林
　
　
壽
圓
（
89
）
４
月
18
日

大
島
組
　
洞
松
寺
　
住
職
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
桂
　
　
俊
哉
（
80
）
４
月
20
日

熊
毛
組
　
善
流
寺
　
衆
徒
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
城
　
　
保
夫
（
92
）
５
月
17
日

熊
南
組
　
光
明
寺
　
前
坊
守
　
　
　
　
　

　
　
　
　
石
丸
　
雪
江
（
92
）
５
月
23
日

本
願
寺
山
口
別
院
仏
前
結
婚
式

本
願
寺
山
口
別
院
仏
前
結
婚
式

新
郎
　
田
村
　
大
輔
さ
ん

新
婦
　
石
津
め
ぐ
み
さ
ん

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

教
区
外
か
ら
次
の
方
々
が
ご
参
拝
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

６
月
1
日

　
新
潟
教
区
三
条
組
長
念
寺

６
月
14
日

　
備
後
教
区
備
中
里
組

　
　
　
　
　
　
　
　
浄
心
寺
門
信
徒
会

参

拝

者

７
月

２
日
㈯

第
１
回
若
婦
人
の
つ
ど
い
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
志
摩
田
真
生
氏
（
福
岡
教
区
正
法
寺
）

5
日
㈫

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
岡
村
謙
英
氏
（
邦
西
組
照
蓮
寺
）

７
日
㈭

門
徒
推
進
員
研
修
協
議
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
岸
　
弘
之
氏
（
玖
珂
西
組
月
空
寺
／
教
区
連
研
講
師
）

8
日
㈮

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）
研
修
会
　
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
弘
中
貴
之
氏
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
副
総
務
）

16
日
㈯

第
50
回
寺
院
子
弟
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
下
松
市

19
日
㈫

臨
時
教
区
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

26
日
㈫
｝
第
45
回
中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
ま
こ
と
の
保
育
大
学
講
座
　
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

27
日
㈬

　
　
講
師
／
重
田
博
正
氏
（
大
阪
社
会
医
学
研
究
所
顧
問
）

　
　
　
　
　
松
田
順
子
氏
（
東
九
州
短
期
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
鷲
尾
純
一
氏
（
保
育
連
盟
評
議
員
／
教
育
原
理
委
員
会
委
員
長
）

28
日
㈭

山
口
み
の
り
回
総
会
・
第
69
回
聞
法
の
つ
ど
い
　
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
田
坂
亜
紀
子
氏
（
美
和
組
超
専
寺
）
／
筑
波
敬
道
氏
（
岩
国
組
教
法
寺
）

30
日
㈯

そ
う
だ
！
原
チ
ャ
で
お
参
り
し
て
み
よ
う
！
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
美
祢
市

８
月

5
日
㈮

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
森
田
義
見
氏
（
下
松
組
勝
賢
寺
）

18
日
㈭
｝
第
１
回
得
度
講
習
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

19
日
㈮

　
　
講
師
／
賀
陽
　
寛
氏
（
山
口
教
区
勤
式
指
導
員
）

20
日
㈯

第
１
回
得
度
考
査
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

25
日
㈭
｝
夏
季
布
教
大
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

26
日
㈮

　
　
講
師
／
田
中
誠
證
氏
（
大
分
教
区
満
福
寺
）

30
日
㈫

第
１
回
組
長
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

９
月

3
日
㈯

（
仮
）
お
寺
で
学
ぼ
う
〜
S
D
G
s
で
つ
な
が
る
世
界
〜
　
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
築
地
本
願
寺
S
D
G
s
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

5
日
㈪

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
溪
　
宏
道
氏
（
周
南
組
松
巖
寺
）

18
日
㈰

千
鳥
ヶ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
東
京
教
区

29
日
㈭
｝
第
4
連
区
青
年
布
教
使
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
安
芸
教
区

30
日
㈮

　
　
講
師
／
松
崎
智
海
氏
（
北
豊
教
区
永
明
寺
）


